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I i日方．式｜ 2,297 I 962 I 758 i 4,248 
1960年l新方式 I3,047 I 1,668 I 1,200 1 6,146 
｜増加率｜ 32.6 I 13目3I ss.3 i 44.6 
I 1日方式！ 2,922 1 1,081 I 1,913 1 6,232 
1964年｜新方式 I3,954 I 1,859 I 3,222 I 9,351 









































































































































1 9 6 2 93.4 499 
1 9 6 3 71.7 1,318 
1 9 6 4 85.2 916 
1 9 6 5 ？ 669 
1 9 6 6 93.1 52fi 
1 9 6 7 81. 7 1,100 
1 9 6 8 ？ 1,497 
l 9 6 9 ？ 2,336 
1 9 7 0 83.2 2,115 
1 9 7 1 74.6 2,883 
1 9 7 2 75.6 3,210 
1 9 7 3 72.6 3,271 
1 9 7 4 77.2 2,732 
1 9 7 5 76.3 3,147 






































計［.1JifこJ.iL、て：i60 ,noooトン J乃jL CI，、る。なそtこlり
ような数存fがj丹い，・， 1たかはイ、別とあるの
Cit 8) 大磁去三国政府『行政ド1／（』 19昨年 319ベ
-.／。
（は：9) 経済企断続『経済J1lt；』 1968;l' 210ヘ
ン。
（注10) 同上書 213ページ。
（注11) ［主殺」止し γ‘：n:i次，i[hi ,Ii-でJI,体的に
のべているのは米だけとある。しかし，後には主殺の
中に大変も合めるようになった。
（注12〕 Governmentof the Republic of Korea, 
The F飢えrth Five-Y eai・Economic i)euel口pment











































































ったが，第 3次5カ年計画米期の 3年間， 1974～
76年の平均農家戸数は 236万5000戸で， この 9年






















1 9 6 0 
1 9 6 1 
1 9 6 2 
1 9 6 3 
1 9 6 4 
1 9 6 5 
1 9 δ G 
l 9 6 7 
1 9 6 8 
l 9 6 9 
1 9 7 0 
l 9 7 1 
1 9 7 2 
1 9 7 3 
1 9 7 4 




















1 9 6 2 I 2,019 I 403 
1 9 6 4 I 1, 970 I 429 
1 9 6 5 I 1,898 I 549 
1 9 6 6 I 1,868 I 594 













1 9 7 1 1 , 793 I 466 I 21 
1 9 7 2 1, 771 I 456 I 25 
1 9 7 3 , 1, 777 I 452 I 30 
1 9 7 4 I 1, 662 I 46!:l I 42 
1 9 7 5 I 1 , 7 45 I 380 I 49 



















































































































































































（注） (1）経営種別は主要収入源により， 1農家1穏とされている。（2) 1970年はセンサスの年に当り前後の連
続性がないため徐外した。（3) 畑作農家は耕種中食糧作物を栽培する農家をいう。
第6表決林漁業就業 者 数 の 変 動
〔単位： 1,000人）
l土訴il4三i増 ι減 ｜増嚇｜ ！増 A減1 ｜増 A臼 ｜増峨｜ ！増 ι減
1 9 6 3 1 4,837 ¥ ¥ 692 ¥ ! 1,286 ¥ ! 1,0お I I 926 I I gos ！ 
1 9 6 4 ! 4,825 Iι12 I 734 I 42 I 1,279 I 1o 7 i 998 ! 1o27 I 916 I 1o 10 I 898 I 1oIO 
1965 I 4，持10I I 15 I 7 41 I 7 : 1. 226 I lo5:l ! l, 048 1 50 I 915 Iι1 I 883 I 1:, 15 
1 9 6 6 I 4,876 I 制 I 119 1:, 22 I 1,229 I :3 I 1,rns i. 87 I 881 1o 34 I 912 I 29 
1 9 6 7 4,811 I 1:,65 I 581 i 1o13s I 1,143 11o 86 I 1,203 I 68 I 8θ01 91 9581 46 
1 9 6 8 4,801 I A 10 I 571 I t, 10 j 1,075 I t, 68 I 1,204 I 1 I 943 I 53 I 1,00嶋 I 50 
1 9 6 9 4,825 I 24 I 6印 I 79 I 927 I 1:,14βI 1,239 ,. 35 I 964 I 21 I 1,045 I 37 
1 9 7 o 4,916 I 91 J 709 ' 59 I 894 I r, 33 I 1, 26t〕＇ 21 , 1,058 I 94 I 995 I t, 50 
1911 . 4,s1611:,401 65s11:,s41 s4111:,47I 1,23s11:,221 1,03011:,zsl 1,106 111 
1 9 1 2 i 5,346: 470 l 797 142 i 922 I z5 ¥ 1,237 It, 1 I 1,112. 位 I 1,251 1 145 
1 g 7 3 : s, 569 I 223 I 834 : 37 I 958 ! % I 1, 299 I 62 I 1, 121 : 1s I 1,350 : 99 
1 9 7 4 I s,584 i 15 I 761 . r, 73 : 943 i r, 1s I 1,244 I r, 55 I 1,1品2i 55 I 1,454 i 104 
1 9 7 5 I s, 425 I M59 I 102 r, 59 I 943 I o I 1,177 I, r, 67 I 1, rno I 1:, 2 I 1,423 I r, 31 











32 I 16 I 17 I 9 
31 I 23 I 16 I 9 
30 I 24 I 18 I 12 
31 I 40 I 27 I 21 
38 I 44 I 13 I 19 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 9 6 2 
l 9 fi 3 
1 9 6 4 
1 9 6 5 
1 9 6 6 
1 9付 7
l 9 6 8 
l 9 Ii 9 
1 9 7 0 
1 9 7 1 
1 9 7 2 
1 9 7 3 
1 9 7 4 
1 9 7 5 












年 牛 豚 左仁斗1 
1 9 6 2 
l 9 6 3 43,508 21,842 65,350 
l 9 6 4 74,473 10,574 85,047 
1 9 6 5 41,748 13,197 54,945 
1 9 6 6 29,318 18,030 47,348 
1 9 6 7 34,161 21,388 55,549 
1 9 6 8 51,478 25,583 77,061 
1 9 6 9 30,563 37,443 68,006 
1 9 7 0 50,147 30,873 日1,020
1 9 7 1 46,950 24,980 71,930 
1 9 7 2 40 ,32!『 :;7, 612 77,940 
1 9 7 3 47,516 52,721 100,237 
1 9 7 4 54,718 55,791 110,509 
1 9 7 5 84,660 42,844 127,504 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































れを指数でみれば第 2次計画期の 5年間に， 46.3























































































































































































































































































(l't.2) この点に関連 L, I凶作：昌男「鈴！説経内の





しかし，以上で述へた jl;_I) , ／｝：’i人1! l7()iif＼：唱に人
ってし、〉そう，~ti'！立＇こ州ノレ l ( t j＇）‘ 'i l.:, f巳村人 llノ）
阪市へのf,q';, W＇大仁て＇・、ると L、） Jiしご＇・川〉（こノ〕 J.'i、
；こ関 Lては， i;:1:;1；平IJた「斡fil／）工業化・人 1移動・所
得fナ配J[1;'7ン7経済』 1977；ド11J1 ，；参），！，｛，〕）。したが
って， ,f¥'f ，；~：業 g,1)J1刊11 を i送付にとど 1 とJ 人々のm』II
ム紺1{' . ・川「ることには1:1治jがあるように；；jJれる。 70
fjl';における Jア業就業岳山上？？大は， J）ちにのべる上う
に，農業tEヰミ.／＂i,. ） 十~ii花や「七－， ,'7ノレ巡動」なとの要［人｜
か大寺＼ .と号λわれる。
/;: Jj, -_ ＇）人1とWl.1EじこーパT)Jliλ 三ければならない
り：I統，;II '1:J 辺、 kら。将1，」 .、 r；：，村、店it,n-fド知』に
才打、てur嬰＊ ／、総世Hをどこ i: ' jζ｝かで， とく
に下層J)r；：’おーパ、・ci:J題が王，＇.I, M近.I['/Jil似1,jにん
る決案引jl市西山い数功、.l一出家と LこHI'i Pi Ii／.治： Lーとし、
ろり：Utム！、か＇： ，、う 1.J占 }jがある。こ t) ｝、
J右文ヒ！ ；、 f九 3円、．市J;(•'( 「宇1/ftq ・イ弘i（円lI立！する4上
s: .後尚子：（；（；研究一一J；｛言花道内.sif ！，品，； 1•Jq印刷 .ft を， 1,
心に一一一Jげ社会科学研究IH'.'I 1977』ソウノレ大学
校社会Fi ；研究所）があ ν。
/, lノニ ν＇）.，.＇＿；、泊、事実 I j 1L I f，民家｝I Z官、JJ燃家人 1IJ: 
現在の政府統，；！・：Eど減少してい心いニルに；＼る。こ .｝) 
i'！.は今後，，）九七誌にまたなければなん九 L～ 
(/1,l) [ i Jか〈にの農業労働構造 l,, 'i.[ 'I州五移J（農
業協同組 if1j ,Jとえ『際協J/.jf.J :#i』1977114 IJ r；）参
l{lれ
UH) '"JI：論文 lfiベーン司打よかが林お『 Lt ＇~反
fi'.；与謝i主・＇： I規約生保賛同Lft争＇itn報i'-iJI 1970'1＇今 cl04 
ヘー：／。
(ii日） 1,)71, （十；｝主主ti'i'Li'v:Wr.,;tし II）人，ウ.;If度全日：
'! i l I.・。E)ilil)j5:t_にくらへ， 761¥')JA C i，つ20%'1:.
，；；ラ正当が少なく Yよる。ニニ C'Jlj 1守、た食附＇！：最高u,主；努i
'l:塗高を76年）；式で過去にさかのifって修正した数
似であり，；iiWJfいん＇l.!'ti：尚とはーィKrI . ¥ t、。
Cl!i) より ，；＇（：制i'!I.ti・淡jc＇； 「決l:-. } l、l】しはよく
なったかj〔了＇汁東州』 1977'il2JJ＇.）〕参！！ペ。
稼 11~経済にわける農業 i)) /i尉
IV 韓国経済における農業の位置
一一 1960年代と70年代
以上で， 1960年・代初から最近にいたるまで，韓
国農業をめぐるいくつかの主要な側面について検
討した。これをふまえて，韓国経済における農業
の｛立置について次のようにいうことができる。
韓国では， 1960年代の末期まで，工業化を推進
しつつも食糧の自給自足をめざしていた。しかし，
この方針は，農業の基盤整備等がともなわず，し
ばしば大きな災害をこおむり，食糧の自給計画は
いく度かつまづいた。その結果，韓国政府は1968
年にし、たって農業政策を大きく蛇換し，食糧では
米，大変だけを自給することとし，むしろ，農家
の所得を増大させることに重点、を置く政策をとる
ようになった。
1968年は，前年と 2年続きで韓国農業が大きな
ヰばつの被害企うけた年であり，これを契機とし
て，工業化政策にともなう非農業部門の雇用機会
の増大とャう背景とあいまって，農家人口や農家
戸数が，それまでの相対的減少にとどまらず，絶対
的にも減少することになり，農業政策の転換と合
わせて二重の意味で、韓国農業の転換点、となった。
これ以後， 1970年代の中頃にかけ，農家人口，
農家戸数の減少は急速に進践した。他方70年代に
は稲の新品種「統一」等の導入による稲作生産力
の上昇と60年代にくらべて相対的な「高米価政策j
があり，また，農業経営の多様化一一果樹，雌楽，
者産等一ーもいっそう進んだことなどにより，農
家の所得の増大，都市勤労者世帯との差の縮小と
いう方向に進んできた。
従来，しばしば指摘されてきたように， 1960年
代における韓国農業は，非農業部門に対して安価
47 
1978070050.TIF
な食糧と安価な労働力を供給するということが，
経済メカニズムにおける主要な役割であった。そ
して，この役割は70年代においても変わってはい
ない。しかし，すでにのべたように，70年代に入っ
てからみられるいくつかの新しい側面，すなわち，
稲作生産力の主昇と米価引上げや農業生産の多様
化にともなう農家の所得的地位の改善，あるいは
農業就業者中20歳代の増加傾向などは，韓国農業
が1960年代とは異なった位置を占めつつある現わ
れとみることができる。
もちろん，異なった位置といっても1960年代と
基本的に異なることを意味するものではない。韓
国の工業化は1977年からはじまった第4次5カ年
計画で，本格的な重化学工業化の時期をむかえて
おり，こうした中で，経済全体における農業の位
置が基本的に変化することはありえない。したが
って，とのような工業化を推進すると L、う枠組の
中において， 1960年代とは一段階異なった段階を
むかえているという意味である。
1960年代末からの，このような変化を可能にし
た要因は，一つには韓国の経済が高成長を続けて
いること，いま一つは，稲の高収畳品種が導入さ
れたこと，このこつが主要なものと考えられる。
しかし同時に，工業製品の市場としての農村とい
う側面から，工業化の進展自体が農業の発展，農
民生活の向上を要求するようになってきており，
それは本号の谷浦論文にも指適されているところ
である。今後はそうした側面がL、っそり強くなる
ものと考えられる。この意味から、 70年代におい
て農業の位置が60年代どは一段階企画する必然性
をもっているということができる。
最後に産業構造という点からみて，国民総生産
のなかに占める農林漁業生産の割合は低下しつづ
けていることは当然である。この点を補足してお
48 
けば，国民総生産に占める農林漁業の割合は第 1
次6カ年計画期の平均39.7%から，第2次計画期
には29.1%へと10%強低下し，さらに第3次計画
期には25.8%へと 3.3%低下した。 3次計画期に
入って低下のテンポは遅くなっているが，今後も
引続き低下していくであろう。産業構造の中にお
ける相対的地位の低下はもちろん問題になること
ではなく，そうした中で，70年代に入って生じてき
ている韓国農業の新しい段階をより確かなものと
し，さらに農業生産力を向上させ，農産物の自給
率を高め，農民の生活を向上させていくことがで
きるか否かが問題である。
この問題を解明するためには，上述した農業関
係諸指標のより立入った分析が必要であり，それ
は今後の課題としたし、。
（アンア経済研究所調ft研究部〕
